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M S -D o s上で使える UNIX風コマンドの解説

佐藤賢二＊

1. はじめに

UNIXは 19 6 9年に KenThompson と DennisRitchie によって開発された 0S 

であり、その後多種多様なマシンに移植されてきた。最近大学や企業の研究開発部門に

おいて急速に普及しているエンジニアリングワークステーションでは、 UNIXが標準

的な 0Sとなっている。一方、パソコンでは MS-DOSが標準的な 0 Sとなっている。

別々に開発されたこの 2つの 0Sの上では、ファイルシステムの違いやシングルプロセ

ス／マルチプロセスの違いにより、 コマンドのバリエーションが相当違う。また、似か

よった機能を持つコマンド同士を比較しても、使い勝手が微妙に違う。よって、普段ワ

ークステーションを使って、いると、パソコン上で UN I Xのコマンドが使えないことを

不便に感じることがしばしばある。

このような理由で、 UNI Xのコマンドを MS-DOS上に移植した例がいくつか報

告されている。もちろん、ファイルシステムやプロセス数の違いからくる制限があるの

で、完全な移植ができないコマンドもあるが、それでも主要な機能は実現されている。

本解説ではこのようなコマンドのうち、情報処理教育センター（以下、単にセンターと

いう）のパソコン端末である FMR-60HXにインストールしているものについて解

説する。本解説の目的は、このような「 UNI X風の」コマンドを MS-DOS上で利

用する方法を解説することにより、現在のセンターでは一般には利用できない UNIX

の持つ魅力を伝えることである。

本解説は MS-DOSユーザ向けに解説したつもりなので、 MS-DOSのコマンド

やファイルシステムについては特に説明をしない。 MS-DOSについては文献 (3]を参

考にして欲しい。また、オリジナルの UNI Xコマンドについては文献[1] [ 2]を参考に

して欲しい。

2. U N I X風のコマンド

本節では UNI Xのコマンドを MS-'-DOS上に移植したものについて解説する。ェ

ディタやシェルについては 3節～ 5節で解説する。混乱を避けるために、以後の解説で

はMS-DOSのコマンドを大文字で、 UNI Xから移植されたコマンドを小文字で表

記する。また、例ではユーザが入力する部分にアンダーラインを引いている。ほとんど

のコマンドに対しては、 manコマンドでオプションの詳しい説明を見ることができる。

例えば、

F:¥> man ls 

と入力すれば、 1 sコマンドの詳しい説明が得られる。

• l sコマンド

ls ［こlabcdfgilnopqrstuxACFR] [names... ]] 

l sコマンドは、ファイルの大きさやファイルに対する権限（読み／書き ／ 実行）

やディレクトリ内のファイルの一覧などを表示する。 MS-DOSの DIRコマン

ドよりも高機能である。 names..．には複数のファイルおよびディレクトリを指定す

ることができる（ワイルドカードも使える）。指定しないとカレントディレクトリ

を指定したのと同じことになる。-Rオプションを使うと lsコマンドを再帰的に

実行する。つまり、サプディレクトリの内容も順次表示する。
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例）カレントディレクトリの内容を表示する。

F:¥刈且

address 1. txt address2. tx t 

例）カレントディレクトリの内容を詳しく表示する。

F : v> l s -l 
total 3 

-rw-r冒ーrw- 1 root 

-r胄ーr胄ーrw- 1 root 

drwxr冒xr冒x 2 root 

例）カレントディレクトリの内容を表示する。— R オプションがあるので、サプデ

イレクトリに対しても再帰的に 1sコマンドを実行する。ー Fオプションがあるの

で、ファイルタイプも表示する（ディレクトリなら＂／＂が、実行可能なファイルな

ら＂ ＊＂が付く）。

F:¥>1s -RF 

addressl. txt 

. /di r 1 : 

test. exe• 

address2. txt 

c a tコマンド
cat [-nsuvV] [file... ] 

c a tコマンドは、ファイルの表示を行う。 MS-DOSの TYPEコマンドと異

なり、複数のファイルを指定して連結表示することができる。これと出カリダイレ

クトを使うとファイルのマージができる。ファイル名を指定しないと、標準入力（

キーボード）から読み込む。

例）カレントディレクトリの address1. txt を表示する。
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dirl 

104 Jul 16 9:40 addressl.txt 

139 Jul 15 17:38 address2.txt 

0 Jul 16 9:56 dirl 

dirl/ 

092-123-XXXX 

092-456-XXXX 

092-789-XXXX 

例）同様に、 address2.txt を表示する。

F: ¥> cat address2. txt 

中森 明菜 8 2 0-0 7 嘉穂 0948-12-XXXX 

森高 千里 818 筑紫野 092-345-XXXX 

仙道 敦子 816 大野城 092-678-XXXX 

森口 博子 810 福岡 092-901-XXXX 

例） atldressl.txt と address2.txt を連結して juusho.txt に出力する。

F : Y > ca t add r e s s ?. t x t) i u u s ho. t x t 

F:¥> cat juusho. txt 

崎谷 健次郎 815 福岡 092-123-XXXX 

角松 敏生 8 14-0 1 福岡 092-456-XXXX 

烏山 雄二 812 福岡 092-789-XXXX 

中森 明菜 8 2 0-0 7 嘉穂 0948-12-XXXX 

森高 千里 818 筑紫野 092-345-XXXX 
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大野城 092-678-XXXX 

福岡 092-901-XXXX 

C p コマン •ド

(1) cp [-fir] filel file2 

(2) cp [-fir] files directory 

C pコマンドは、ファイルのコビーを行う。 (1)の使い方では、一つのファイル fi 

I e 1を、別のファイル fi I e2 にコピーする。 (2)の使い方では、複数のファイルを

directoryの下に同じ名前でコピーする。ー rオプションを使うと、 fi I el や fi 

les にディレクトリを指定した場合、ディレクトリの下を全部コピーする。 MS -

DOSでは、ファイルのコビーは COPYコマンド、ディレクトリのコビーは X C 

OPYコマンドという具合いに別々に扱っていたが、 C pコマンドでは統一的に扱

っている。

例） juusho.txt を juusho2.txt にコピーする。

F : y> c p i uu sho. t x t i u u sho 2. t x t 

例） dirl を dir2 にコピーする。

F : Y> cp -r d i r l d i r 2 

例） address?.txt を dirl の下にコビーする。

F : 1 > cp add r e s s?．t x t d i r l 

•mv コマンド

(1) 霞v[-ir] filel file2 

(2) mv [-ir] files directory 

mvコマンドは、ファイル名の変更やファイルの移動を行う。 MS-DOSでは、

同じディレクトリ内でファイル名の変更するコマンド (RENコマンド）はあるが、

ファイルを別のディレクトリに移動するコマンドは無い。 mvコマンドはこの 2つ

の機能を統一的に実現している。コマンドの文法やオプション等は C pコマンドと

ほぼ同じである。

例） juusho2.txt を juusho3.txt に改名する。

F : Y) I!!V i uu sh02. t x t i u u sh03. t tt 

例） dir2 を dir1 の下に移動する。

F:¥> mv -r dir2 dirl 

d uコマンド

du [-as] [names... ] 

d uコマンドは、ディレクトリの容量をキロバイ．卜単位で表示する。 names..．を省
略すると、・カレントディレクトリを指定したのと同じことになる。 -aオプション

を指定すると、ディレクトリだけでなくファイルの容量も表示する。ー S オプショ

ンを指定すると、個々のディレクトリの容量は表示せず、合計容量だけを表示する。

例）カレントディレクトリの合計容量を表示する。

F:Y> !Ll!.......:..! 
40 

例）カレントディレクトリの容量を表示する。サプディレクトリやファイルの容量
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もすべて表示する。

F : Y > du -a 
1 ./addressl.txt 

1 .  /address2. txt 

1 . /j uusho. txt 

1 .  /juusho3. txt 

14./dirl/test.exe 

./dirl/addressl. txt 

1 . /dirl/address2. txt 

14./dirl/dir2/test.exe 

16 ./dirl/dir2 

35./dirl 

40 

• f i n d コマンド
find path... expression 

f i n dコマンドは、指定されたパスから再帰的にディレクトリを降りて行き、条

件に合致するファイルを検索する。検索したファイルに対してコマンドを実行する

こともできる。 expression の詳しい書き方については文献[1] [ 2]を参考にして欲し

い。 expressionの記述に使うオペレータのうち、オリジナルの fi n dコマンドで

は使えるが、 MS-DOSに移植した fi n dコマンドでは使えないものは次の 1
2個である：一fstype, -prune, -I inks, -nouser -nogroup, -inum, -Is, -cpio, 

-ncpio, -xdev, -user およびーgroup。

例）カレントディレクトリからスタートして、 addressl.txt というファイルを捜す。

見つかったファイルのパスを表示する。

F : Y > fi nd. -n am e add r e s s l. t x t -p t i n t 
. /addressl. t x t 

./dirl/addressl. txt 

例）カレントディレクトリからスタートして、一週間以内にアクセスされなかった

ファイルを捜す。見つかったファイルに対しては、まずパスを表示し、そのあと 1

S コマンドを実行する。 I sコマンドの代わりに、後述する rmコマンドを使うと、

古いファイルを掃除することができる。逆に、一週間以内にアクセスされたファイ

ルを捜したい場合は、＋ 7を一 7にする。

F:Y> find. -atime +7 -i:1rint -exec ls -la (l ・;・ 

. /dirl/test. exe 

-r'IIxr'IIxr'II X 1 other 13600 Jun 27 15:51./dirl/test.exe 

. /dirl/dir2/test. exe 

-rwxrwxrwx 1 other 13600 Jun 27 15:51./dirl/dir2/test.exe 

rmコマンド

rm [-rfiv] filel... filen 

rmコマンドは、ファイルの削除を行う。一 rオプションを指定すると、サプディ

レクトリに対しても再帰的に rmコマンドを実行する。

例） juusho3.txt を削除する。— i オプションを指定すると、削除してよいかどう

かユーザに問い合わせる。また、ー V オプションを指定すると、 verbosemode (コマン

ド実行時に各種のメッセージを表示するモード）で実行する。

F : Y > rm -i v i u u s ho 3. t x t 
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remove juusho3. txt? y_ 

File juusho3. txt removed. 

例） dirl を削除する。

F:¥> rm -vr dirl 

File dirlYtest.exe removed. 

File dirlYaddressl. txt removed. 

File dir1Yaddress2. txt removed. 

File dir1Ydir2Ytest.exe・ removed. 

Directory dir1Ydir2 removed. 

Directory dirl removed. 

・whichコマンド

which [-a] commandname... 

whichコマンドは、 commandname..．で指定した名前を持つパッチファイル（拡

張子が． bat) または実行可能ファイル（拡張子が ．exe または． com) がどこのデ

イレクトリにあるかを表示する。これを使うと、 コマンドがどこのディレクトリに

置いてあるかを調べることができる。また、環境変数 PATHで定義されるコマンド

サーチパスに従って検索し、最初に見つかったコマンドのパスを表示するので、同

じファイル名を持つコマンドが複数あるような状況で実際にどのコマンドが実行さ

れるかを調べることもできる。 commandname..．には複数のコマンドを書くことがで

きる。— a オプションを使うと最初に見つかったコマンドのパスを表示した後も検

索を続け、見つかったコマンドのパスを全て表示する。

例） FLコマンドを捜す。

F:¥〉 h̀ichFL 

e:/localbin/fl. bat 

例） FLコマンドを全部捜す。

F:¥> which -a FL 

e:/localbin/fl. bat 

e:/bin/fl.exe 

FL not found in 

./ 

e:/localbin 

e:/bin 

c:/ 

e.: /etc 

t a i Iコマンド

・tail [-l+n[lbc]] [file... ] 

t a i Iコマンドは、ファイルの最後の方だけを表示する。

例） juusho.txt の最後から 2行目から表示を初め、最後まで表示する。

F : ¥ > ta i l -2 l i u u s ho. t x t 
仙道 敦子 816 大野城 092-678-XXXX

森口 博子 810 福岡 092-901-XXXX 
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•WC コマンド

冑C [-I冑c] [file... ] 

WCコマンドはファイル中に含まれる行数、単語数、文字数を表示する。ー 1、一

W、-C オプションはそれぞれ行、単語、文字に対応する。オプションを指定しな

い場合は全てのオプションを指定したのと同じことになる。

例） address?.txt にマッチする各ファイルに対して行数、単語数、文字数を表示す

る。最後に合計も表示する。

F: ¥> we address?. tx t 

3 15 97 addressl. txt 

4

7

 

0

5

 

2

3

 

137 address2. txt 

234 total 

d i f fコマンド

diff [-aBCFHINpT) filel file2 

d i f fコマンドは 2つのファイルの内容を比較し、異なっている部分を表示する。

2つのファイルの内容が全く同じなら何も表示しない。最も簡単な使い方としては、

一方がもう一方のバックアップコピーかどうかを調べるという使い方がある。

例）コピーしたファイルを比較する。ファイルには A S C I Iキャラクタでない文

字すなわち日本語が含まれるので、-aオプションが必要である。 2つのファイル

は等しいので、結果は何も表示されない。

F : Y> c p i uu sho. t x t i u u s ho. ba k 

F : Y >d i f f -a i u u s ho. t x t i u u s ho. ba k 

例）同様に、 2つの異なるファイルを比べる。 fi I el は fi I e2 を包含しているので、

f i I e 1にのみ出現する行が”く＂に続いて表示される。最初の行に表示されるのは、

f i I e 1が fi I eZ に等しくなるための操作を、 UNI Xのラインエデイタの編集コマ

ンド風に表示したものである。この場合は「 fi I e 1の 1行目から 3行目までを削除

すれば fi I eZ と等しくなる」という意味である。
F : Y >d i f f -a i uu s ho. t x t 
1. 3d0 

＜崎谷 健次郎 815

＜角松敏生 814 -0 1 

く鳥山 雄二 812 

address2. txt 

福岡 092-123-XXXX 

福岡 092-456-XXXX 

福岡 092-789-XXXX 

C U tコマンド

(1) cut -c<list> [file... ] 

(2) cut -f<list> [-d<char>] [-s] [file... ] 

C U tコマンドは、ファイルの各行の特定の列（カラム）を表示する。ー Cオプシ

ョンを使うと、 <Iis t>で指定した列を表示する。ー fオプションを使うと、 <lis t > 

で指定したフィールドを表示する。フィールドは、句切り記号で区切られた行の一

部分のことである。ー dオプションで句切り記号を指定することができる。指定し

ない場合はタプ記号が句切り記号になる。行によっては句切り記号が 1つもない場

合が考えられるが、ー S オプションを指定するとこのような行を表示しない。

例） address1. txt の第 1フィールドから第 2フィールドまでと第 4フィールドを表

示する。

F : Y > cu t -f l-2, 4.i u u s h o. t x t 
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u n i qコマンド

uniq [-cdu -n +n] [input [outout]] 

同一内容の行が連続する場合、それを 1つにまとめて表示する。ファイル中に含ま

れる同一内容の行を削除したいときに使う。連続していなければ同一内容の行とは

見なさないので、 sort- コマンドと一緒に使うことが多い。ー Cオプションを付ける

と各行の先頭に重複回数を付けて表示する。— d オプションは、重複している行す

なわち重複回数が 2以上の行だけを表示する。逆に、― U オプションは重複してい

ない行だけを表示する。

例） juusho.txt の第 4フィールドを CU tで切り出し、 MS-DOSの SORTコ

マンドでソートした後、 u n i qで重複行を省く。同じ住所に何人住んでいるかを

見るために、― cオプションを付ける。

F : Y> c u t -f 4 i uu sho. t x t | SORT | un i q -c 

1嘉穂

1大野城

1筑紫野

4福岡

compressコマンド

compress [-cCdf?hkKvV] [-b maxbits] [-I inpath] [-Ooutpath] [filenames... ] 

ファイルの圧縮と復元を行う。

例） juusho.txt を圧縮して小さくする。ー V オプションで verbosemodeを指定す

る。拡張子の最後の文字は自動的に ”z” に置き換えられる。

F: ¥〉 Compress-v i uusho. t x t 

juusho. txt: Co霞pression:20. 16% -- replaced with juusho. txZ 

例）圧縮した juusho.t xz を元に戻す。

F : Y > comp re s s -vd i uu sho. t x t 
juusho. txZ: --replaced with juusho. txt 

• p sコマンド

ps [-abdfkpx] [-i pid[. size]] 

U N I'Xはマルチプロセスの 0Sである。つまり、同時に複数のプログラムを走ら

せることができる。現在動作しているプロセスの数や、それぞれの識別番号 (PID) 

や、そのプロセスを起動したプロセス（親プロセス）の識別番号や、プロセスが占

有するメモリの大きさなどの情報を表示するのが UNIXの p sコマンドである。

MS-DOSはシングルプロセスの 0 Sなので、 psコマンドは意味が無いように

も思えるが、メモリに常駐しているプログラムの情報を知りたいときに役に立つ。

例） 4節で説明するヒストリ機能プログラムを常駐させた後、 p sコマンドを実行

する。 3行目に表示されているのがそのプログラムである (his_knjコマン
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ドはバッチコマンドなので、バッチファイルの中で実行しているコマンドが表 示さ

れる）。 2行目は名前が無いが、実際には COMMANDコマンドである。 ヒスト

リ機能プログラムと psコマンドはこれから起動されているので、親プロセス ID 

(PP l D) が 415b になっている。

F:¥>匹

UID PID PPID SIZE 

root 

root 

root 

root 

3． シェルの利用
［シェルとは］

3fad bf2a 

415b 415b 

425b 415b 

47f3 415b 

6. 70kb (no name process) C:¥ /E:20 /P 

3. 37kb (no name process) 

22.17kb h:/history/history.corn -IR -P -DH:¥H!STORY 

17.79kb f:/ps.exe 

UNIXを使っているときに入力したコマンドは、そのまま実行されるのではなく、

コマンドインタプリタによって解釈されてから実行される。このコマンドインタプリタ

がシェルである。 MS-DOSで言えば COMMANDコマンドがシェルに近い働きを

する。 シェルには sh、 b s h、 c s h、 t C s hなどいくつかの種類があり、それぞ

れ機能が異なる。ここで解説するのは、 UNI Xの cs hに近い機能を持つ MS-DO

Sの cs hである。

[ c s hの起動と終了］

MS-DOSのプロンプトが出ている状態で

F:¥> ill 
と入力すると、プロンプトがパーセント記号に変わり、

％ 

となる。 C s hを終了して MS-DOSに戻るときは

％四

と入力する。 c s hを起動したディレクトリに＿cshrc というファイルがあれば、

C s hはプロンプトを出す前に、ーcshrc に書いてあるコマンドを実行する。

例）以下のような＿cshrcを用意して c..s hを起動する。

F: Y> cat _cshrc 

echo "Welcome to DOS-C-ShellY!Y!" 

F:¥> £J連

Welcome to DOS-C-Shel 1 ! ! 

％ 

-Lオプションを使って cs hを起動すると、＿cshrc に書いてあるコマ ン ドを実行し

た後に、カレントディレクトリにある＿login というファイルに書いてあるコマンドを

実行する。，また、― Lオプションを使って cs hを起動した場合は、 c s hを終了する

ときに、 C s hを起動したディレクトリにあるーlogout というフ ァイルに甚いてあるコ

マンドを実行する。

例）以下のような＿login と＿logout を用意して、― Lオプションを付けて cs h 

を起動する。 1つ前の例で出てきた＿cshrc も、同じディレクトリにあるとする。

F:Y> cat _login 

echo "You Jogged in.・ 
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F:¥> cat _logout 

echo "You logged out." 

F:¥> csh -L 

Welcome to DOS-C-Shel 1 ! ! 

You logged in. 

％匹

You logged out. 

F:¥> 

これ以外にも、 MS-DOSで言えばバッチファイルに相当するファイルを用意して

おき、 c s hから呼び出すことで、ファイル内のコマンドをまとめて実行することがで

きる。このようなファイルをシェルスクリプトと言う。バッチファイルと同様に、シェ

ルスクリプトにも条件分岐や繰り返し実行などの制御命令を書くことができる。シェル

スクリプトの文法は文献[1] [ 2]を、 MS-DOS版の cs hコマンド特有の制限事項に

ついては mancsh で表示されるファイルを参考にして欲しい。

例）以下のようなシェルスクリプト a.csh を用意して実行する。

% cat a. csh 

if (-e core) then 

echo "You have a core file." 

endif 

switch ("$term") 

case pc9801: 

echo "Terminal type is pc9801 .. 

breaksw 

case fmr60: 

echo "Terminal type is fmr60." 

breaksw 

default: 

breaksw 

endsw 

% set term=fmr60 

% echo "This iLa core file." > core 
% source a. csh 

You have a core file. 

Terminal type is fmr60. 

［ヒストリ機能］

c s hの機能の一つに、入力したコマンドの履歴を記憶して後から参照するヒストリ

機能がある。これを有効に使うと、コマンド入力の手間が軽減される。似たような長い

コマンドを入力することが多い場合に有効である。 M S - D O Sのテンプレート機能は

直前に入力したコマンドしか参照できないが、 c s hでは設定した長さの履歴を参照で

きる。

例）まず、保存する履歴の長さを、 c s hのコマンドである se tコマンドを使っ

て設定する。その後、適当なコマンドを 10回投入する。最後に、履歴を見る。
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% set hi s tory:::_20 

％匹

～中略～

% ls-l aR I wc-l 

% hi s tory 

set history=20 

2 pwd 

3 commpress j uusho. tx t 

4 compress juusho. txt 

5 compress -d juusho. txt 

6 1 s 

7 du -s 

8 cat juusho. txt ， cat juusho. txt I sort 
10 cut -f4 juusho. txt ISORT luniq -c 

11 ls -laR I we -1 

12 history 

例）履歴を参照する。最初は番号を使って参照する。次に名前を使って参照する。

最後に、直前のコマンドを参照する。

％且

1 s 

addressl. txt 

％且

pwd 

f:/ 

% 9, ．． 
pwd 

f: / 

address2. txt 

［別名定義機能 (alias)]

di r 1 

c s hでは、コマンドに別の名前を付けて参照する別名定義機能 (a1 i as) もあ

る。あるコマンドを実行するときによく使うオプションを設定しておいたり、長い名前

のコマンドに短い別名を付けることでコマンド入力の手間を軽減したい場合に役に立つ。

MS-DOSでもバッチファイルを使えばこれに近いことが出来るが、 a 1 i a sでは

コマンドごとにファイルを用意しなくてもよい。普通は＿cshrc に a1 i a sコマンド

を書いておき、 c s hの起動と同時に自分の好みの別名を使えるように設定する。

例） ＿cshrc に a1 i a sコマンドを書いておき、 c s hを起動する。

F:¥> cat _cshrc 

# copy this file and modify 

#.cshrc  shell script 

set history=40 

set noclobber 

set pro111pt=・pwd''% 

# alias list 

alias dir 

alias H 

. l s -C F. 

'history 20・ 
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a Ii as Is 'ls -CFa 

a Ii as rm rm -1 .• 

a Ii as cd 'cd Y!* ;set prompt='pwd'"% •· 

echo ・welcome to DOS-C-Shel1¥!¥!" 

F:Y>巳迪

Welcome to DOS-C-Shel I!! 

f : ／% cd d i r 1 

f:/dir1% il 
．／ ・．．／

4. エデイタとページャ

• k e m a c s 

test. exe* 

高機能エデイタ em a c sの一種である memacs (MicroEmacs) を

日本語化したもの。日本語 (2パイトコード）が扱え、 メッセージが日本語化され

ている。 lesse:YetcYkemacs. tut でチュートリアルファイルを見ることができる。

このチュートリアルファイルは、読みながら kemacsのコマンドを実行して理

解するように書いてあるので、例えば

F : Y) c pe : Ye t c YK em a cs. t ui. 

F : Y) kem a¢s kema¢ s, t u t 

と入力して kemacsを起動し、実際に編集操作を行いながら読むのもよい。

例） juusho.txtを編集する。

F:¥> ~ 

と入力して kemacsを起動する。 (ESC-X)を押した後、 h e I pと入力してリタ

ーンキーを押すと、画面が 2つに分割され、下の画面にヘルプファイルが表示され

る（図 1)。終了するときは (CTRL-X)(CTRL-C)と入力する。ここで、 (ESC-X)は「エ

スケープキーを押した後、 Xキーを押す」ことを表し、 (CTRL-X)(CTRL-C)は「コン

トロールキーを押したまま、 Xキーと Cキーを続けて押す」ことを表している。

n g 

kemacsと同様に ema c sの一種であるが、 mg (MicroGnuEma 

C S) をベースにしている。日本語を扱うことはできるが、メッセージは日本語化

されていない。コマンド名やファイル名の補完機能などの特徴がある。 V iと並ん

で最近のワークステーションにおける標準的なエデイタとなりつつある nem a c 

S に似た操作感を実現している。

例） juusho.txtを編集する。

F:Y> ~ 

と入力して ngを起動する。 (ESC-X)を押した後、スペースキーを押すと、以下のよ

うに画面が 2つに分割され、 (ESC-X)に続くコマンドの候補が表示される（図 2)。

この状態から、例えば bsと入力してスペースキーを 2回押すと、最下行の表示が

M-x bs霞ap-mode

となり、 リターンキーを押すとこのコマンドが実行される。終了するときは k em 

a C S と同様に (CTRL-X)(CTRL-C)と入力する。
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1991、107/18 09:33:03 

埠谷 腱敬生次郎 815 福岡 092-123-XXXX 
角松 814-01 福岡 O'l2-456-XXXX 
煕山 話 812 福1呂j 092 -78 9 -x x ¥'X 
中森 820-07 嘉穂 0948-12-XXXX 
森嵩

i『BIB 筑益紫野 0!!2-345-XXXX 

詞 816 野牧 092-678-XXXX 
810 岡 092-901-XXXX

隋＇―-一 1

Y.icroEMACS 3.8お助けマ.::..ュアル

)I- ：他のキーを使う前にくES(：・・キーを押すことを意味する．
Â :，．（TRL:»キーを押しながら •fA >キーを押すことを意味する 。
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図l」 k e m a c sの画面
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-— Possible completions are: 
add-kinsoku-bolーchars
apropos 
auto-inderit一羅1)de
backward-ki 11 —ぃord
backi,.:ardーi.:ord
bP.ginning-of-line 
blink-11atching-paren-hack 
c-indent-com鳳and
c-newl ine-arod-indent 
c-x _p_refix 

add-kiusoku-ビI)1-chars 
auto-fill-●ode 
backi.ard-ch.ir 
backward-paragraph 
beginning-of-buffer 
bl illし•atchi11ぷP.）reII 
bs●ap-11ode 
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ca! 1-last-l:bd一国ac:ro

I } • • -9 - ・ - ～ - - - ..—.. ← 

!-1-x 
英9Jヽ

図2ユ n gの画面
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j s t e v i e 

V iが持つ多くの機能を実現したエデイタで、操作感も V iに近い。 ：キーを押し

た後 h e I pと入力すると、簡単なヘルプ画面が表示される。

例） juusho.txt を編集する。

F:¥〉 is t ev i e i uu sho, t x t 

と入力すると、以下の画面が表示される（図 3)。終了するときは zz (シフトキ
ーを押したまま zを 2回押す）と入力する。

1991/07/18 09:23:32 

崎谷 健次郎 815 為岡 092-123-XXXX 
角松 敵生 814-01 福岡 092-456-XXXX 
鳥山 雄：：：． 812 福岡 0 9 2 •• 7 8 9 -x x x x 
中森 明菜 820 -07 嘉穂 0948-12-XXXX 
森iii 千里 818 筑紫野 092-345-XXXX 
仙道 敦子 816 大野祓 092-678-XXXX 
森口 博子 810 福岡 092-901-XXXX 

"juusho.txt" i I ines, 243 r.ilaraclers 
英小

図 stevieの画且i

l e s s 

less [-dstwcCepmMqQuU] [-hN] [-bN] [-xN] [ +command] [f i I e... ] 

ページャの一種で、長いテキストファイルを読むのに使う。 MS-DOSのMOR

Eよりも高機能になっている。ページ単位や行単位で上下にスクロールでき、特定

の文字列を含む行やファイルの先頭あるいは最後にジャンプすることもできる。エ

ディタと違ってファイルの編集はできないが、ファイルの一部分しか主記憶に読み

込まないので、非常に大きなファイル、例えば主記憶の容量 (1メガバイト）より

も大きいウァイルを読むのに便利である。

例）、拡張子． txt を持つファイルを読む。

F : Y > l e s s *, t l t 

と入力すると、以下の画面が表示される（図 4)。この例では拡張子． tX t を持つ

ファイルは 3つあり、 1つめのファイル juusho. t xt を現在読んでいる、 というこ

とが最下行に表示されている。
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1991/07/18 09:28:05 

蝸谷 健次郎 815 福岡 092-123-XXXX 
角松 敵生 814-01 福岡 092-456-XXXX 
鳥山 雄二 812 福岡 092-789-XXXX 

層馴・111111ー一饂ーIll 英小

図4. l e s sの画面

5． メモリ常駐型のヒストリ機能プログラム
ここまでは UN I X風のコマンドに限定して説明してきたが、本節では特別にその制

限を離れ、 UN I X風でないコマンドについて解説する。最近の UNIXのシェルはフ

ァイル名・コマンド名の補完機能や行内編集機能を持っていて、ここで解説するヒスト

リ機能プログラムを使うことでその便利さを実感して貰いたいのが理由である。

• h i s 

センターで利用できるバージョン (Ver4. 48x) では以下の機能が実現されている。

(a) 入力文字列履歴の検索・再入力

(b) 行内での強力な編集機能

(c) 別名定義 (alias)機能

(d) ディレクトリ変更履歴の検索・再入力

(e) 複文記述機能（複行連続入力代行）

(f) 履歴に対するバッチ実行機能

{g) 環境変数の展開

(h) ファイル名・コマンド名の補完

プログラムの本体は H:YHISTORYYHISTORY.COMだが、 cs hの hi s t o r yコマ

ンドと区別するためにセンターでは H:YLOCALBINYHIS.BAT というバッチファイルを

用意して使っている (cs hと一緒に使うことはできない）。以下では単に h i s 

コマンドと呼ぶ。

例） h i sコマンドを実行し、プログラムをメモリに常駐させる。解放するときは

- qオプションを使う。常駐したときに表示されるように、 (CTRL-］）を押すと、メ

ニュー形式のヘルプ画面が表示される。
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F:Y> lli 

F:Y>H:YHISTORYYHISTORY -ir -p -dH:YIIISTORY &4 

HISTORY.COM (Ver 4.48x) (C) 1986,87,88 by T.Oka 

Hit CTRL-] to she冒 helpmenu. 

F : Y > hi s -q 

F:¥>H:¥HISTORY¥HISTORY -ir -p -dH:¥HISTORY -q &4 

Remove HISTORY.COM 

例）以下の例ではプログラムが常駐した状態とする。 (CTRL-L)でコマンドの服歴を

新しいものから 20個表示する。

HISTORY LIST... 

[1) adddev sysstd 

～中略～

[19] cat address?. txt > juusho. txt 

[20) Jess *・ txt 

例） （CTRL-W)で 1つ前コマンドをコマンド入力行に表示する (MS-DOSのテン

プレート機能 PF3 と同じ）。実行したい場合はそのままリターンキーを押す。

F:> less t.txt 

例）リターンキーを押さずに、 もう一度 (CTRL-W)を押すと、 2つ前のコマンドを表

示する。

F: ¥> cat address?. txt > j uusho. txt 

例）コマンドを編集する。 (CTRL-S)と(CTRL-D)で左右、 (CTRL-G)で一文字消去、

(CTRL-B)で行頭／行末へ移動する。カーソルの位置をアンダーラインで示す。

F:Y〉 cat address?. t x t > ju us ho. t x t _ 

↓ (CTRL-B)を 1回押して、行頭に移動

F:Y> fat address?. txt > juusho. txt 

↓ (CTRL-D)を 11回押す

F:Y> cat address1. txt > juusho. txt 

↓ (CTRL-G)を 1回押して、 1文字削除する

F:Y> cat address!...txt 〉 juusho. tx t 

↓ 2を入力する

F:Y> cat address2!...txt 〉 juusho.txt

例）別名定義機能を使う。

F 9 : Y >. ls l s -1 F a (E SC-l) 

alias ls ls -lFa 

F:Y> il 
address 1. tx t 

address2. txt 

dirl/ 

dir2/ 

juusho. txt 
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例）コマンド名の補完機能を使う。

F:Y> Q 

↓ (CTRL-U)を押す

F:Y> oaksetup 

↓ もう一度 (CTRL-U)を押す

F:Y> oakrep 

6．終わりに

本解説では MS-DOS上で使える UN I X風コマンドについて解説した。行いたい

作業によって MS-DOSのコマンドと使い分けて頂ければ幸いである。また、解説し

たコマンドはすべて、作者が著作権を放棄したパプリック・ドメイン・ソフトウェア（

P D S) か、あるいは著作権の放棄はしないが一定の条件の下でコピーフリーであるこ

とを宣言したフリー・ソブトウェア (FS) である。現在センターのバ‘ノコン端末で利

用できる PD Sや FSはほとんどが UNIXからの移植だが、他にも有用な PDSや F

Sがネットワークを介して流通している。これらのソフトウェアを順次整備していくこ

とで、少しでも使いやすい環境にしていきたいと考えている。特に情報処理教育センタ

ーのように多数の端末を有して集合教育を行う所では、その操作環境を少しでも新しい

ものにしていく必要がある反面、契約などの問題により新しい ‘ノフトウェアを導入する

ことが難しい。 PDSや FSを整備することで、このジレンマを少しは解消できないだ

ろうか。

麟
九州大学教養部数学教室の宮脇伊佐夫先生および情報科学の広川佐千男先生と宮原哲浩

先生には ls、 C a t、 C p、 mv、 du、 f i n d、 t a i i、 WC、 C U t、 un 

i q、 c o m p r e s s、 p s、 c S h、 k e m a c sおよび Ie s sの整備をして頂

いた。また、 rm、 d i f f、 which、 ng、 jstevieおよび h i sに関し

ては、九州大学工学部情報工学科修士 2年の下川俊彦氏にソフトウェアのリストやアー

カイプファイルを提供して頂いた。ここに記して感謝する。
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